
「山なみ」水墨画　東京支部会員作 

　

2
0
2
1
年
9
月
中
旬
ま
で
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
激
増
傾
向
に
あ
り
、コ
ロ
ナ

禍
の
体
験
を
テ
ー
マ
と
し
た
国
内
奨
学
生
報
告

会
は
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
行
い
ま
し
た
。10
月
以

降
は
２
桁
前
半
の
感
染
者
数
で
推
移
、12
月
７
日

に
女
性
の
自
立
を
基
本
理
念
と
す
る
自
由
学
園

で
、長
年
地
球
温
暖
化
対
策
に
取
り
組
ん
で
こ
ら

れ
た
向
後
紀
代
美
夫
妻
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。2
年
ぶ
り
の
東
京
支
部
対
面
講
演
会
に

70
名
の
参
加
が
あ
り
、盛
況
で
し
た
。奨
学
事
業

に
関
し
て
は
、東
京
支
部
国
内
奨
学
生
に
2
名
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
が
、厳
正
な
審
査
の
結
果
、

看
護
医
療
を
通
じ
て
将
来
社
会
に
貢
献
し
た
い

と
い
う
学
生
が
選
ば
れ
ま
し
た
。ま
た
、フ
ィ
リ

ピ
ン
の
支
部
国
際
奨
学
生
に
は
支
援
を
続
け
て

お
り
ま
す
。

　

さ
て
今
回
は
2
0
2
1
年
夏
の
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
以
来
、新
聞
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
多

様
性（diversity

）に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。多
様
性
の
承
認
の
背
景
に
は

1
9
8
0
年
代
に
隆
盛
し
た
多
文
化
主
義 

（m
ulticulturalism

）の
理
念
が
あ
り
ま
す
。

カ
ナ
ダ
は
1
9
8
8
年
に
多
文
化
主
義
法
を
成

立
さ
せ
ま
し
た
が
、カ
ナ
ダ
の
学
者
、チ
ャ
ー
ル

　

 

支
部
長　

長
谷
川 

瑞
穂

多
様
性
、

  

承
認
を

     

考
え
る

ズ
・
テ
イ
ラ
ー（C

harles T
aylor

）は
、西
欧

的
な
自
由
主
義
に
は
優
越
性
が
潜
ん
で
お
り
、

異
文
化
に
対
し
て
不
承
認
や
歪
ん
だ
承
認
を
行

う
危
険
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
話
題
の
書
籍
、『
多
様
性
を
考
え
る
』（
鈴

木
雄
二
、幻
冬
社
、2
0
2
1
）の
中
で
、均
質
を

求
め
る
日
本
社
会
で
多
様
性
を
受
け
入
れ
る
こ

と
が
、日
本
の
〝
遅
れ
〞を
取
り
戻
す
に
は
重
要

で
あ
る
…
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。1
9
8
9

年
か
ら
1
9
9
2
年
ま
で
連
続
世
界
第
1
位

だ
っ
た
日
本
の
国
際
競
争
力
が
、2
0
2
0
年

に
は
過
去
最
低
の
34
位
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

2
0
0
6
年
に
は
80
位
だ
っ
た
日
本
の
ジ
ェ
ン

ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
（
男
女
格
差
）
指
数
は

2
0
2
1
年
に
は
1
2
0
位
で
40
ラ
ン
ク
も
下

が
っ
て
い
ま
す
。

　

自
ら
の
優
越
性
や
偏
見
を
自
覚
し
た
上
で
多

様
性
を
認
め
、他
者
を
受
け
入
れ
る
姿
勢
が
あ

れ
ば
、し
ば
し
ば
マ
ス
コ
ミ
で
話
題
に
な
る
女

性
に
対
す
る
差
別
的
な
言
動
も
な
く
な
る
で

し
ょ
う
。多
様
性
は
今
号
の
特
集「
男
女
平
等
後

進
国
を
脱
す
る
た
め
に
」と
も
深
く
関
わ
っ
て

い
ま
す
。こ
こ
で
特
集
に
多
く
の
会
員
か
ら
投

稿
頂
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
、支
部
総
会
に
つ
き
ま
し
て
お
伝
え

し
ま
す
。オ
ミ
ク
ロ
ン
変
異
株
拡
大
の
状
況
に

鑑
み
ま
し
て
、2
0
2
2
年
4
月
に
予
定
し
て

お
り
ま
し
た
明
治
記
念
館
で
の
催
行
を
、大
変

残
念
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、議
決
権
行
使
書
に
よ

る
審
議
に
変
更
と
い
た
し
ま
し
た
。会
員
の
皆

様
に
は
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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2022年 東京支部総会について

2 022年東京支部総会は、新型コロナウイルス
感染症流行に鑑みて次のように開催します。

4月初旬： 総会書類をご自宅宛に送付します。
議決権行使書をご返送ください。

4月17日（日）： 13時～14時、議決権行使書を
もって、支部委員の出席で総会を開催します。
（会場: 大学女性協会本部事務所）

東京支部国内奨学生のスピーチ、懇親会及び講
演会は中止とします。昨年11月の予告とは、変更
になっておりますが、ご了承ください。総会報告
は、「ともしび」第72号に掲載いたします。



ノビシエート寮の入り口で

２
０
2
0
年
度

　

　

東
京
支
部
国
内
奨
学
金（
通
称
チ
ャ
レ
ン

ジ
奨
学
金
）は
、２
年
以
上
の
就
労
経
験
の

後
、大
学
に
学
ぶ
３
年
生
１
名
を
支
援
す
る

奨
学
事
業
で
す
。原
資
は
実
施
事
業
２
で
奨

学
金
は
20
万
円
で
す
。

　

今
年
度
の
応
募
者
は
２
名
で
し
た
。応
募

書
類
を
評
価
し
、和
田
奈
央
さ
ん
が
奨
学
生

に
ふ
さ
わ
し
い
と
、
11
月
支
部
委
員
会
に
て

決
定
し
ま
し
た
。1
月
委
員
会
に
て
奨
学
金

贈
呈
式
の
予
定
で
し
た
が
、コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
送
金
と
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
贈
呈
と
し
ま

し
た
。

　

こ
こ
に
紙
面
ス
ピ
ー
チ
を
掲
載
し
ま
す
。

《
和
田
奈
央
さ
ん
》

（
慶
應
義
塾
大
学
看
護
医
療
学
部
看
護
学
科
３
年
）

●
紙
面
ス
ピ
ー
チ

　

こ
の
度
、奨
学
生
に
採
用
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
、心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

東
京
支
部
国
際
奨
学
金
は
、日
本
以
外
の
国

籍
を
持
ち
、そ
の
国
の
高
等
教
育
機
関
に
学

ぶ
女
性
２
名
を
支
援
す
る
奨
学
事
業
で
す
。

原
資
は
実
施
事
業
３
で
、奨
学
金
は
年
額
４

万
円
を
正
規
の
卒
業
ま
で
支
給
し
ま
す
。日

本
側
の
推
薦
者
と
奨
学
生
が
連
絡
で
き
る
こ

と
を
条
件
と
し
て
、奨
学
生
と
の
交
流
も
心

掛
け
て
い
ま
す
。

東
京
支
部
国
内
奨
学
生
報
告

東
京
支
部
国
際
奨
学
生
報
告

　

本
部
の
国
内
奨
学
生
の
募
集
と
一
次
選
考
は
、

各
支
部
に
一
任
さ
れ
て
い
ま
す
。　

東
京
支
部
で

は
、６
月
に
募
集
書
類
を
47
大
学
へ
送
付
し
ま
し

た
。８
月
末
の
締
め
切
り
に
は
20
大
学
か
ら
21
名

（
一
般
奨
学
生
17
名
・
社
会
福
祉
奨
学
生
１
名
・
安

井
医
学
奨
学
生
３
名
）の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

一
般
は
支
部
選
考
委
員
７
名
に
よ
る
選
考
を
経

て
９
名
を
、社
会
福
祉
と
安
井
医
学
は
全
員
を
、

支
部
推
薦
応
募
者
と
し
て
本
部
へ
提
出
し
ま
し

た
。本
部
選
考
と
理
事
会
承
認
を
経
て
、東
京
支

部
か
ら
は
、次
の
２
名
が
奨
学
生
と
決
定
し
ま
し

た
。

Ｊ
Ａ
Ｕ
Ｗ
国
内
奨
学
生
支
部
関
係
報
告

　

私
は
津
田
塾
大
学
英
文
学
科
を
卒
業
後
、

証
券
会
社
、特
許
事
務
所
で
の
勤
務
を
経
て
、

助
産
師
を
目
指
し
慶
應
義
塾
大
学
看
護
医
療

学
部
２
年
生
に
編
入
し
ま
し
た
。

　

助
産
師
を
目
指
し
た
契
機
は
、津
田
塾
大

学
で
、母
子
保
健
分
野
の
疫
学
を
専
門
と
す

る
恩
師
と
出
会
っ
た
こ
と
で
す
。恩
師
か
ら
、

母
子
は
産
む
力
・
生
ま
れ
る
力
を
備
え
て
お

り
、そ
の
力
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
よ
う
な

お
産
を
し
た
女
性
は
、産
ん
だ
直
後
で
も「
ま

た
産
み
た
い
」「
気
持
ち
よ
か
っ
た
」と
語
る

こ
と
を
聞
き
、そ
れ
ま
で「
痛
い
、怖
い
」と

思
っ
て
い
た
お
産
の
概
念
が
覆
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、助
産
師
の
ケ
ア
次
第
で
お
産
が
素

晴
ら
し
い
体
験
に
な
る
と
知
り
、学
費
を
貯

め
、助
産
師
に
な
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。さ
ら
に
、就
職
後
に
妊
娠
・
出
産

を
経
験
し
、妊
産
婦
に
早
期
か
ら
寄
り
添
う

助
産
師
の
役
割
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、そ

の
思
い
は
確
固
た
る
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
感
染
対
策
の
た
め
ア
ル
バ
イ
ト
が
で

き
な
い
状
況
で
あ
り
、奨
学
金
は
大
変
心
強

い
存
在
で
す
。改
め
ま
し
て
皆
様
の
ご
支
援

に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。　

・
ホ
ー
ム
ズ
奨
学
生

　

陳
兆
昱（
ち
ん
ち
ょ
う
い
く
）

　
（
青
山
学
院
大
学
大
学
院
国
際
政
治
経
済
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
１
年
）

・
安
井
医
学
奨
学
生　

　

広
瀬
思
帆（
ひ
ろ
せ
し
ほ
）

　
（
東
京
大
学
大
学
院
新
領
域
創
成
科
学
研
究
科
博
士
課
程
２
年
）

　
　
　
　
　
　
（
報
告　

支
部
委
員　

坂
上
栄
美
子
）

《
バ
ネ
ッ
サ
・
ユ
バ
ネ
ス
・
マ
サ
ム
ロ
ッ
ク
さ
ん
》

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
バ
ネ
ッ
サ
・
ユ
バ
ネ
ス
・
マ
サ

ム
ロ
ッ
ク
さ
ん
は
引
き
続
き
支
援
し
て
い
ま

す
。彼
女
は
、優
秀
な
成
績
で
大
学
２
年
を
修
了

し
、３
年
に
進
級
し
ま
し
た
。彼
女
の
近
況
報
告

で
す
。

●
近
況
報
告

Ｊ
Ａ
Ｕ
Ｗ
様

　

こ
ん
に
ち
は
！
皆
様
お
元
気
の
こ
と
と
拝

察
申
し
上
げ
ま
す
。私
も
元
気
で
頑
張
っ
て
お

り
ま
す
。昨
年
12
月
３
、４
日
に
は
前
期
中
間
試

験
が
あ
り
ま
し
た
。ク
リ
ス
マ
ス
は
奨
学
生
仲

間
と
寮
で
お
祝
い
し
ま
し
た
が
、私
は
熱
や
咳

な
ど
体
調
不
良
で
あ
ま
り
楽
し
め
ま
せ
ん
で

し
た
。そ
れ
で
も
み
ん
な
で
お
祝
い
で
き
て
よ

か
っ
た
で
す
。ま
た
、ク
リ
ス
マ
ス
前
９
日
間
の

暁
の
ミ
サ
に
は
休
ま
ず
参
加
し
ま
し
た
。

　

新
年
は
家
族
と
と
も
に
迎
え
ら
れ
た
こ
と

を
神
に
感
謝
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
信
念
を
持
ち
、よ
り
積
極
的
に
、ま

た
、着
実
に
と
思
っ
て
い
ま
す
。学
生
と
し
て
の

本
分
を
全
う
し
、ゴ
ー
ル
に
向
け
て
、ま
た
、何

事
も
主
の
み
旨
を
優
先
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
が
ご
健
康
と
恵
み
豊
か
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

　

今
は
１
月
13
、
14
日
の
前
期
末
試
験
に
向
け

て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。そ
の
あ
と
、２
０
２
１
学

年
度
の
後
期
登
録
手
続
き
が
あ
り
ま
す
。い
つ

も
傍
ら
で
、特
に
学
費
面
で
支
え
て
い
た
だ
き

東
京
支
部
奨
学
事
業
報
告

２
０
2
1
年
度

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。み
な
さ
ま
の
上
に
神

様
の
恵
み
が
豊
か
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
！

　

愛
の
う
ち
に

バ
ネ
ッ
サ
・
マ
サ
ム
ロ
ッ
ク

（
推
薦
者
山
﨑
登
美
子
様
訳
）

《
ピ
ュ
・
プ
イ
ン
・
マ
イ
さ
ん
》

　

２
０
２
０
年
度
よ
り
の
国
際
奨
学
生
の
ピ
ュ
・

プ
イ
ン
・
マ
イ
さ
ん
は
、メ
ー
ル
に
よ
る
と
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
政
情
不
安
定
の
た
め
修
学
は
困
難
な

よ
う
で
す
が
、自
宅
で
勉
強
を
続
け
て
い
る
そ
う

で
す
。２
０
２
１
年
度
は
支
給
を
保
留
に
し
て
い

ま
す
。早
く
落
ち
着
き
学
業
を
続
け
ら
れ
る
こ
と

を
祈
っ
て
い
ま
す
。

わ
だ
な
お 　
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　仲睦まじくお二人壇上でパソコンを操作しながら、真摯に
この問題に取り組んでこられたお話は、崇高で、心から美し
いものであると思った。
　特に向後氏は幼少の頃、蝶々を追いかけることから始ま
り、登山家・探検家として世界の山々を登る。深田久弥氏や
西堀栄三郎氏、杉野忠夫教授（東京農大）等との交流を通し
て、この気候変動対策へと進まれた実績は言語に表すこと
のできない程驚異と感動を与える講演そのものであった。
向後氏の父君が「人はタンポポの種子、どこに落ちてどんな
展開をするかで人生が決まる」と話されていたことを紹介し、
自分の人生を懐かしそうに振り返られていた。
　折しもこの日は、愛媛県出身の眞鍋淑郎氏が地球の気候
変動対策を主題とした気象学でノーベル物理学賞をアメリ
カで授与された日である。眞鍋氏は長い地球の歴史の中か
ら気候がどう変動してきたか、太陽の放射照度が軌道要素
によってどう変化してきたか、また、人類によって二酸化炭素

濃度が45％も上昇している事実から、地球温暖化やグリー
ンランド氷床の危機、大気から海洋に動く二酸化炭素量の
変化などを可視化して、現在直面している世界の共通した気
候変動による災害の実態究明に不可欠な正に鍵を握る研究
をされている。
　数年前、私も、奄美大島のマングローブの海でカヌーをし
たことがある。ふと気が付くと、誰もいない水路で青い空の
下、ふーと息が楽になり、このままここに居たい錯覚を覚え
たのは、1本のマングローブの木が20年間で二酸化炭素を1
トン吸収する能力があるという説もあり、酸素が潤沢だった
のかも知れない。
　15歳から一人でこの気候変動問題に取り組んでいるグレ
タさんのお話や、好奇心を育てる教育の大切さも、大変興味
深い内容だった。
　また機会があれば、奥様から夫君と行動を共にしながら
の子育てや苦労話をお聞きしたいと思った。

　２０２１年１２月７日、向後紀代美（東京支部会員）・向後元彦夫妻を
講師に、自由学園明日館（みょうにちかん）にて講演会が開かれました。
夫妻は、マングローブが地球環境の生態系に、いかに重要であるかに
着眼、世界各地で視察・研究、そして植林や保護に尽力されています。
会場は、羽仁もと子・吉一夫妻により創立された自由学園の元校舎で、
フランク・ロイド・ライトと遠藤新の設計による100周年を迎えた重要
文化財。70名の参加者は、おふたりの歩みに感動すると同時に、洒脱
で温かみのある大正レトロの建築美を楽しむことができました。　　

講師

紀代美氏は地理学、元彦氏
はマングローブ学を専門と
し、世界各地で活動。
写真はご夫妻ご提供です。

左：
エクアドル、
マングローブの大木の前で
（撮影:水越 武  1994年）

右上：
インド、ゴアの舟上で
（Carmel College、
Prof. M. Borkar 撮影, 
2019年）

右下：
エクアドル・プロジェクト
～現地エコガイド養成。
森林で指導をする夫妻
（1995年）

聴衆が距離をとってのコロナ体制（自由学園明日館の講堂）

佐伯邦子

講演会報告
東京支部主催

向後紀代美・向後元彦夫妻

講演会に参加して
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2
0
1
9
年
度
国
内
奨
学
生
・

社
会
福
祉
奨
学
生
に
よ
る
報
告
会

が
、9
月
12
日（
日
）、オ
ン
ラ
イ
ン

形
式
で
開
催
さ
れ
た
。

　

従
来
は
1
年
間
の
活
動
を
文
書

で
報
告
を
受
け
て
い
る
が
、昨
年

は
今
迄
に
な
い
コ
ロ
ナ
禍
で
の
特

別
な
1
年
間
だ
っ
た
た
め
、出
町

未
央
さ
ん（
ホ
ー
ム
ズ
奨
学
生
）、

今
野
安
里
紗
さ
ん
・
松
岡
琴
乃
さ

ん（
国
内
奨
学
生
）、藤
原
奈
津
子

さ
ん（
社
会
福
祉
奨
学
生
）の
4
名

に
報
告
を
い
た
だ
い
た
。

　

厳
し
い
状
況
下
に
も
拘
ら
ず
、

留
学
、勉
学
研
究
、進
路
活
動
等
々

に
励
ま
れ
、大
き
な
成
果
を
挙
げ

ら
れ
た
。助
言
者
の
羽
生
香
織
氏
、

小
林
洋
子
氏（
い
ず
れ
も
奨
学
生
）

か
ら
は
学
生
指
導
の
立
場
か
ら
ご

自
身
の
経
験
談
も
踏
ま
え
、貴
重

な
ご
意
見
・
助
言
を
い
た
だ
い
た
。

　

リ
ー
ダ
ー
と
な
り
得
る
女
子
学

生
へ
の
支
援
と
い
う
当
協
会
の
奨

学
金
事
業
の
目
的
が
十
分
果
た
さ

れ
て
お
り
、極
め
て
意
義
深
い
こ

と
だ
と
思
わ
れ
る
。　　

　

リ
モ
ー
ト
開
催
の
た
め
各
支
部

か
ら
の
参
加（
67
名
）が
可
能
だ
っ

た
こ
と
、手
話
通
訳
者
の
参
加
で

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
推
進
さ
れ
た

こ
と
も
成
果
だ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。今
後
に
生
か
せ
れ
ば
と
願
う
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
出
町
未
央
さ

ん
と
今
野
安
里
紗
さ
ん
の
報
告
を
視

聴
。内
容
は
分
か
り
や
す
く〈
前
進
性

と
突
破
力
〉が
あ
り
、コ
ロ
ナ
禍
で
は

従
来
と
は
異
な
る
工
夫
が
必
要
な
の

だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

　

出
町
さ
ん
は
、フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

歴
史
研
究
で
す
。2
0
1
8
年
以
降

継
続
し
て
き
た
現
地
調
査
に
よ
る
作

業
-個
々
の
知
識
人
の
史
料
や
フ
ラ

ン
ス
の
外
交
文
書
解
読
に
基
づ
く
解

読
と
分
析
は
、日
本
で
入
手
可
能
な

デ
ジ
タ
ル
資
料
に
変
わ
り
ま
し
た
が

限
界
も
あ
り
、古
い
史
料
は
や
は
り
現

地
調
査
が
必
要
。介
護
の
傍
ら
現
在

は
母
校
の
国
際
関
係
学
科
で
助
教
と

し
て
原
書
購
読
セ
ミ
ナ
ー
を
担
当
。

　

今
野
さ
ん
は
、フ
ラ
ン
ス
の
女
流

作
家
研
究
の
た
め
に
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ

大
学
院
で
調
査
中
、2
0
2
0
年
2

月
に
授
業
は
一
斉
休
講
、3
月
、

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
開
始
の
翌
週
に
は
帰

国
、国
内
で
も
可
能
な
関
連
分
野
に

手
法
を
変
え
学
際
的
な
研
究
を
展

開
。並
行
し
て
、日
本
学
術
振
興
会
特

別
研
究
員
Ｄ
Ｃ
２
に
採
用
さ
れ
、民

間
企
業
に
就
職
も
内
定
、ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
研
究
と
の
両
立
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

羽
生
香
織
氏（
三
児
の
母
・
教
授
・
研
究

者
）に
よ
る
学
習
指
導
に
対
応
す
る

コ
メ
ン
ト
が
続
き
ま
し
た
。

リ
モ
ー
ト
で
開
催

　
　
　
　
　

2
0
1
9
年
度
国
内
奨
学
生
の
視
界

　
　
　

国
内
奨
学
委
員　

辻　

英
子

社
会
福
祉
委
員
長　

遠
藤 

理
枝　

当日のZOOM画面の一部。他にも多くの方が参加（全67名）。

2019 年度 JAUW国内奨学生による報告会
東京支部・国内奨学委員会・社会福祉委員会共催  
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私
が
初
め
て
句
会
と
い
う
も
の
に
参
加
し
た
の
は
、長

男
の
中
学
の
P
T
A
活
動
に
、中
村
汀
女
の「
風
花
」の
句

会
が
あ
り
、勧
め
ら
れ
て
入
会
し
た
か
ら
で
、か
れ
こ
れ

35
年
も
前
の
こ
と
に
な
る
。

　
そ
れ
以
来
、毎
月
本
部
へ
の
投
句
を
5
句
か
ら
10
句
続

け
る
日
々
が
続
い
た
。か
く
も
長
い
間
続
け
ら
れ
た
の

は
、J
A
U
W
の
仕
事
や
親
た
ち
の
介
護
で
忙
し
い
中
、

頑
張
ら
な
い
、独
自
性
を
持
つ
、を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い

た
か
ら
か
と
思
う
が
、同
時
に
句
会
の
仲
間
と
の
交
流
が

楽
し
み
で
も
あ
っ
た
。

　
初
め
の
頃
は
、芭
蕉
や
蕪
村
、子
規
を
は
じ
め
先
人
の

句
を
熟
読
し
た
り
も
し
た
。特
に
蕪
村
の
句
が
好
き
で
、

中
で
も

の
句
に
触
れ
た
と
き
、江
戸
時
代
と
現
代
の
共
通
す
る
感

覚
を
見
つ
け
、こ
れ
こ
そ
自
分
の
求
め
る
道
だ
と
思
っ
た

こ
と
も
あ
っ
た
。花
茨
の
野
趣
的
な
花
の
色
、香
り
高
い

匂
い
が
、作
者
の
感
情
を
見
事
に
増
幅
し
て
い
る
の
だ
。

　
こ
こ
何
年
か
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、家
に
閉
じ
こ
も
る
こ
と

が
多
く
な
り
、自
分
の
句
を
読
み
返
し
て
み
る
と
あ
ま
り

の
未
熟
さ
に
反
省
し
、焦
り
の
日
々
で
あ
っ
た
。

　
6
年
前
に「
風
花
」が
廃
刊
と
な
り
、汀
女
先
生
の
お
孫

私
と
俳
句
の
日
々

                 

　
　
　
　さ

ん
の
小
川
晴
子
主
宰
の「
今
日
の
花
」で
、そ
の
指
導
の

下
、外
部
の
俳
句
大
会
に
出
句
す
る
と
い
う
道
を
広
げ
て

い
た
だ
い
て
い
た
。こ
れ
を
良
い
機
会
と
し
て
、私
の
俳

句
へ
の
気
持
ち
が
真
摯
な
も
の
に
変
わ
っ
た
の
か
も
知

れ
な
い
。

　
2
0
2
0
年
は
、い
わ
き
市
の
第
5
回
い
わ
き
海
の
俳

句
全
国
大
会
と
、熊
本
市
の
第
26
回
草
枕
国
際
俳
句
大
会

で
特
選
を
い
た
だ
い
た
。

　
2
0
2
1
年
は
、自
分
の
結
社
の
大
会
で
久
し
ぶ
り
に

特
選
に
選
ば
れ
、慣
れ
な
い
着
物
姿
で
授
賞
式
に
臨
ん
だ

り
も
し
た
。

　
最
近
に
な
っ
て
、身
近
に
俳
句
の
あ
る
有
り
難
さ
に
、

よ
う
や
く
気
付
い
た
が
、も
し〝
俳
句
の
神
様
〞が
い
る
と

し
た
ら
、見
放
さ
れ
な
い
よ
う
に
今
後
も
精
進
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

卯
波
蹴
り
船
次
々
と
湾
を
出
づ
　    

澄
子

唐
土
産
墨
磨
る
刻
よ
秋
の
声
　
　
　
澄
子
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

愁
ひ
つ
つ
岡
に
上
れ
ば
花
茨
　 

　
　
蕪
村

大
楠
の
変
は
ら
ぬ
在
り
処
鳥
渡
る
　 

澄
子

佐
々
木
澄
子
 

「今日の花大会」授賞式にて (2021年10月)

お問い合わせ：中山正子 (東京支部 )

Email: masako@c02.itscom.net    電話：045-541-2481　携帯：090- 6514 - 8135

“ONLINE” LESSON 東
京
支
部
の

オ
ン
ラ
イ
ン
練
習
会

東
京
支
部
で
は
、昨
年
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン

練
習
会
を
開
い
て
い
ま
す
。未
経
験
の
方

に
は
、ま
ず
メ
ー
ル
か
お
電
話
で
初
め
の

一
歩（
ア
ク
セ
ス
方
法
）を
ご
説
明
し
ま

す
。ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、

練
習
会
で
基
本
操
作
を
ご
説
明
し
ま
す
。

「
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
！
」と
い
う
方
、経

験
が
あ
っ
て
も
不
安
な
方
、ス
キ
ル
ア
ッ

プ
し
た
い
方
、さ
ま
ざ
ま
な
方
が
参
加
、他

支
部
の
方
も
お
見
え
に
な
り
、楽
し
い
お

喋
り
に
な
る
こ
と
も
。ぜ
ひ
、お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

自
宅
に
い
な
が
ら
、い
ろ
い
ろ
な
催
し
に

参
加
で
き
る
の
は
と
て
も
便
利
で
す
。

随
時
開
催
し
て
い
ま
す
。

JAUW
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子
供
の
こ
ろ
か
ら
抱
い
て
い
た
疑
問
が

あ
る
。
母
親
た
ち
が
父
親
た
ち
を
、「
ウ

チ
の
主
人
が
」
と
言
う
こ
と
だ
。
あ
な
た

は
、
あ
の
人
に
雇
わ
れ
て
い
る
の
？ 

と
、

聴
い
て
み
た
か
っ
た
。
し
か
し
、
自
分
が

そ
の
立
場
に
な
っ
て
み
る
と
、
適
当
な
言

葉
が
な
い
。
当
時
は
そ
の
表
現
に
、
苦
言

を
呈
す
る
者
は
い
な
か
っ
た
の
だ
。
私
も

仕
方
な
く
「
主
人
が…

」
と
、
何
度
言
っ

た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

よ
う
や
く
近
年
に
な
っ
て
、〝 

夫 

〞
あ

る
い
は
〝
連
れ
合
い
〞
と
い
う
言
葉
が
評

論
家
に
よ
っ
て
推
奨
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
私
は
喜
び
勇
ん
で
〝 

夫 

〞
に
切
り

替
え
た
。
し
か
し
、
長
年
の
習
慣
か
ら
脱

却
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
油
断
す
る
と
、

つ
い
主
人
が…

と
、言
っ
て
し
ま
う
の
だ
。

し
か
し
、
こ
れ
は
、
達
成
可
能
な
努
力
目

標
。
困
る
の
は
、
ひ
と
様
の
配
偶
者
を
示

す
言
葉
。「
あ
な
た
の
夫
、又
は
連
れ
合
い
」

も
失
礼
な
感
じ
が
す
る
。
結
局
、「
ご
主

人
様
は
、
お
元
気
？
」
と
な
る
。
何
か
、

い
い
言
葉
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

最
近
、
感
動
と
怒
り
を
、
ほ
ぼ
同
時
に

味
わ
っ
た
。
そ
れ
は
、
一
時
代
を
画
し
た

グ
ラ
フ
誌
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
創
業
の
言
葉
。「
人

生
を
見
よ
う
。
世
界
を
見
よ
う
。
大
き
な

出
来
事
を
目
撃
し
よ
う
。
か
わ
い
そ
う
な

人
々
の
顔
や
偉
ぶ
っ
た
人
々
の
仕
草
を
見

よ
う
。（
中
略
）
壁
の
向
こ
う
や
部
屋
の

中
に
隠
さ
れ
た
も
の（
コ
コ
ま
で
は
感
動
。

し
か
し
、
こ
う
続
く
）
男
た
ち
が
愛
す
る

女
性
や
子
供
た
ち
を
見
よ
う
（
で
怒
り
爆

発
）」
女
は
男
に
愛
さ
れ
見
ら
れ
る
た
め

の
存
在
な
の
か
？ 

思
え
ば
、
誌
の
最
盛

期
は
プ
レ
イ
ボ
ー
イ
誌
の
そ
れ
と
重
な

る
。
根
は
同
じ
と
い
う
こ
と
か
？ 

し
か

し
、
若
き
日
の
私
に
世
界
を
見
せ
て
く
れ

た
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
の
た
め
に
、
誌
が
世
に
先
駆

け
て
、
多
く
の
女
性
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を

輩
出
し
た
こ
と
も
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

　

と
は
い
え
、
世
の
中
は
大
き
く
変
わ
っ

て
い
る
。
私
の
会
社
で
は
、
パ
パ
た
ち
が

子
供
の
学
校
行
事
の
た
め
に
堂
々
と
有
休

休
暇
を
と
っ
て
い
た
し
、
子
供
が
病
気
の

時
は
、
一
日
交
替
で
休
む
と
い
う
カ
ッ
プ

ル
も
い
た
。
家
計
を
握
っ
て
い
る
日
本
の

主
婦
の
家
庭
内
権
力
は
、
世
界
一
強
い
と

も
い
え
る
。　
　

　

だ
が
一
方
、
世
界
男
女
格
差
指
数
１
２

０
位
と
い
う
冷
厳
な
現
実
が
あ
る
。
日
本

に
垂
れ
こ
め
る
グ
ラ
ス
シ
ー
リ
ン
グ
は
、

欧
米
の
そ
れ
よ
り
、
は
る
か
に
分
厚
い
よ

う
だ
。
し
か
し
、
そ
れ
を
考
え
て
無
力
感

に
苛
ま
れ
る
よ
り
、
天
井
の
存
在
を
、
し

ば
し
、忘
れ
て
み
よ
う
。
政
治
も
企
業
も
、

ト
ッ
プ
だ
け
で
は
動
か
な
い
。
そ
れ
を
支

え
る
チ
ー
ム
力
が
重
要
だ
。
そ
こ
が
ね
ら

い
目
。
ト
ッ
プ
に
極
め
て
近
い
層
の
半
分

を
、
女
性
で
占
め
る
こ
と
な
ら
で
き
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？ 

そ
う
な
れ
ば
女

性
が
社
会
を
動
か
す
大
き
な
力
と
な
る
。

そ
の
結
果
、
ガ
ラ
ス
の
天
井
を
突
き
破
る

女
性
も
、
自
然
に
出
て
く
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
次
々
に…

　

Girls Be Am
bitious.

　

日
本
の
女
性
の
社
会
進
出
の
度
合
い
が

極
端
に
少
な
い
と
言
わ
れ
る
。
諸
外
国
と

く
ら
べ
て
も
下
か
ら
数
え
た
方
が
早
い
そ

う
だ
。
私
は
改
善
の
可
能
性
が
皆
無
と
は

思
わ
な
い
。
た
と
え
ば
国
政
や
地
方
選
挙

の
際
に
、
投
票
用
紙
に
男
女
の
候
補
者
を

連
名
で
書
か
せ
る
と
い
う
案
が
あ
る
。
こ

う
す
れ
ば
女
性
の
当
選
者
は
確
実
に
増
加

す
る
。
す
で
に
ど
こ
か
の
国
で
行
わ
れ
て

い
る
と
も
聞
い
た
。

　

但
し
こ
れ
は
、
議
員
に
な
ろ
う
と
す
で

に
決
心
し
て
立
候
補
し
た
女
性
を
応
援
す

る
方
策
で
あ
る
。し
か
し
日
本
の
問
題
は
、

議
員
へ
の
立
候
補
に
限
ら
ず
、
そ
も
そ
も

何
ら
か
の
責
任
と
権
限
の
あ
る
地
位
に
就

こ
う
と
す
る
女
性
が
少
な
い
点
に
あ
る
。

「
出
る
杭
は
打
た
れ
る
か
ら
い
や
だ
」
と

の
言
い
訳
も
聞
く
が
、
そ
う
し
た
広
義
の

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
問
題
は
人
間
の
心
の
闇

と
深
い
関
係
に
あ
る
も
の
で
、
別
レ
ベ
ル

で
の
検
討
と
解
決
が
必
要
だ
と
思
う
の

で
、
と
り
あ
え
ず
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
こ

と
に
す
る
。

　

あ
る
地
位
つ
ま
り
責
任
と
権
限
を
引
き

受
け
た
が
ら
な
い
日
本
女
性
の
消
極
性
の

原
因
は
、
多
く
が
「
家
族
に
対
す
る
義
務

の
優
先
」
に
あ
る
。
社
会
の
最
小
単
位
で

あ
る
家
族
の
中
で
、
娘
、
妻
、
母
、
祖
母

社
会
を
良
く
す
る
た
め
に

加
納 

孝
代

〝
主
人 

〞を
追
い
出
そ
う

安
東 

桂
子
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①
長
期
的
視
点-

実
力
を
つ
け
る

　

先
日
の
地
方
選
挙
で
自
分
の
中
の
必
ず

女
性
に
い
れ
る
と
い
う
戒
律
を
破
っ
て
し

ま
っ
た
。
そ
の
理
由
の
第
一
は
あ
ま
り
の

実
力
差
。
女
性
の
直
前
の
立
候
補
、
知
人

が
ラ
イ
バ
ル
を
応
援
し
て
い
た
な
ど
の
理

由
も
あ
っ
た
が
、
人
口
１
５
６
万
人
以
上

と
い
う
大
都
市
の
市
長
と
も
な
る
と
、
そ

の
責
任
は
重
大
で
あ
る
。
そ
れ
で
前
期
も

そ
つ
な
く
こ
な
し
た
ラ
イ
バ
ル
の
男
性
候

補
に
入
れ
て
し
ま
っ
た
。
ク
オ
ー
タ
制
と

い
う
数
合
わ
せ
だ
け
で
な
く
、
実
力
も
大

切
だ
と
感
じ
た
。
そ
の
よ
う
な
点
を
改
善

す
る
に
は
、
長
期
的
視
点
で
、
社
会
的
障

害
の
多
い
女
性
を
リ
ー
ダ
ー
に
育
て
る

「
大
学
女
性
協
会
」
の
奨
学
金
制
度
は
素

晴
ら
し
い
。

　

②
直
近
の
問
題
点-

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス

　

私
は
、
50
代
で
は
じ
め
て
、
非
常
勤
講

師
か
ら
大
学
の
正
規
教
員
と
な
り
、
経
済

力
の
向
上
が
私
の
家
庭
内
で
の
立
場
を
変

え
さ
せ
た
。
あ
る
日
、
入
試
委
員
長
の
仕

事
で
夜
遅
く
帰
宅
し
た
時
の
こ
と
。
夫
と

娘
が
協
力
し
て
夕
食
を
作
っ
て
い
た
。
そ

れ
ま
で
は
冷
蔵
庫
に
料
理
を
作
っ
て
入
れ

て
お
い
た
の
だ
。
あ
の
時
の
感
激
は
忘
れ

ら
れ
な
い
。
私
の
大
変
さ
を
見
て
育
っ
た

娘
は
、
大
企
業
に
就
職
し
、
５
時
に
帰
宅

で
き
る
部
署
を
選
ん
だ
。
し
か
し
あ
ま
り

の
つ
ま
ら
な
さ
に
や
り
が
い
の
あ
る
部
署

に
変
更
。
と
こ
ろ
が
今
度
は
、
毎
晩
夜
中

に
タ
ク
シ
ー
で
帰
宅
し
、
翌
朝
起
き
て
バ

タ
ン
と
出
か
け
て
し
ま
う
日
々
。
こ
れ
で

は
と
て
も
家
庭
生
活
な
ど
で
き
な
い
。
結

婚
後
は
専
業
主
婦
と
な
っ
た
。
孫
が
成
長

し
、
資
格
を
と
り
再
び
働
き
始
め
た
。
今

度
も
毎
週
、
京
都
、
大
阪
へ
の
出
張
。
娘

の
暮
ら
し
は
男
性
の
も
の
。
こ
れ
で
は
子

育
て
に
参
加
は
不
可
能
。
男
女
共
に
仕
事

と
家
庭
が
両
立
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
急

務
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
指
数
上
位
の
ノ
ル

ウ
ェ
ー
は
、
幸
福
度
も
世
界
１
位
。

　

③
新
分
野
を
め
ざ
す

　

最
近
聞
い
た
樋
口
恵
子
さ
ん
の
話
。「
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
予
約
を
嫁
さ
ん
に
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
や
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」

と
高
齢
男
性
が
敬
語
で
語
る
の
を
聞
き
、

新
し
い
分
野
へ
の
女
性
の
進
出
が
両
者
の

立
場
を
変
え
た
と
語
っ
て
お
ら
れ
た
。
こ

れ
な
ら
男
性
が
既
得
権
益
を
失
い
た
く
な

い
と
反
対
す
る
の
を
ク
リ
ア
で
き
る
。
日

本
経
済
の
後
退
と
日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
指

数
の
低
下
は
パ
ラ
レ
ル
。

　

こ
こ
に
「
秘
密
の
鍵
」
あ
り
か
？

　
「
男
女
平
等
」
と
言
う
言
葉
が
い
つ
ご

ろ
か
ら
政
治
の
場
で
使
わ
れ
始
め
た
の
か

国
会
議
事
録
で
調
べ
て
み
ま
し
た
。
帝
国

議
会
時
代
の
こ
と
は
不
明
で
す
が
、
第
１

回
国
会
議
事
録
（
昭
和
22
年
10
月
３
日
）

か
ら
記
載
が
あ
り
、
ワ
ー
ド
検
索
し
て
み

る
と
こ
れ
ま
で
の
会
議
録
名
中
に
１
５
４

９
件
、
議
事
記
録
中
に
３
２
０
５
箇
所
あ

り
ま
し
た
。
最
近
の
国
会
議
事
録
で
は

ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
男
女
平
等
）
と
い
う
言
葉

も
使
わ
れ
、
継
続
し
て
議
論
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
判
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
社
会
的
議
論
は
他
に
譲

り
、
こ
こ
で
は
遺
伝
子
科
学
に
触
れ
て
み

ま
す
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
人

の
男
女
差
は
、
遺
伝
子
的
に
は
染
色
体
の

Ｘ
染
色
体
と
Ｙ
染
色
体
の
組
み
合
わ
せ
に

よ
り
生
ま
れ
ま
す
。
染
色
体
Ｘ
を
構
成
す

る
遺
伝
子
数
は
１
１
４
１
個
、
染
色
体
Ｙ

を
構
成
す
る
遺
伝
子
数
は
２
５
５
個
で
す

か
ら
、Ｘ
Ｘ
の
女
性
は
Ｘ
Ｙ
の
男
性
よ
り

圧
倒
的
に
遺
伝
子
数
が
多
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。
染
色
体
に
関
す
る
限
り
、
女
性
の

方
が
複
雑
に
進
化
し
て
い
る
と
言
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
染
色
体
を
構
成
す
る
遺
伝
子
の
研

究
は
社
会
的
な
議
論
よ
り
も
進
ん
で
い

て
、
性
差
の
内
で
女
性
に
最
も
負
担
の
か

よ
う
。（
中
略
）
壁
の
向
こ
う
や
部
屋
の

中
に
隠
さ
れ
た
も
の（
コ
コ
ま
で
は
感
動
。

し
か
し
、
こ
う
続
く
）
男
た
ち
が
愛
す
る

女
性
や
子
供
た
ち
を
見
よ
う
（
で
怒
り
爆

発
）」
女
は
男
に
愛
さ
れ
見
ら
れ
る
た
め

の
存
在
な
の
か
？ 

思
え
ば
、
誌
の
最
盛

期
は
プ
レ
イ
ボ
ー
イ
誌
の
そ
れ
と
重
な

る
。
根
は
同
じ
と
い
う
こ
と
か
？ 

し
か

し
、
若
き
日
の
私
に
世
界
を
見
せ
て
く
れ

た
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
の
た
め
に
、
誌
が
世
に
先
駆

け
て
、
多
く
の
女
性
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を

輩
出
し
た
こ
と
も
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

　

と
は
い
え
、
世
の
中
は
大
き
く
変
わ
っ

て
い
る
。
私
の
会
社
で
は
、
パ
パ
た
ち
が

子
供
の
学
校
行
事
の
た
め
に
堂
々
と
有
休

休
暇
を
と
っ
て
い
た
し
、
子
供
が
病
気
の

時
は
、
一
日
交
替
で
休
む
と
い
う
カ
ッ
プ

ル
も
い
た
。
家
計
を
握
っ
て
い
る
日
本
の

主
婦
の
家
庭
内
権
力
は
、
世
界
一
強
い
と

も
い
え
る
。　
　

　

だ
が
一
方
、
世
界
男
女
格
差
指
数
１
２

０
位
と
い
う
冷
厳
な
現
実
が
あ
る
。
日
本

に
垂
れ
こ
め
る
グ
ラ
ス
シ
ー
リ
ン
グ
は
、

欧
米
の
そ
れ
よ
り
、
は
る
か
に
分
厚
い
よ

う
だ
。
し
か
し
、
そ
れ
を
考
え
て
無
力
感

に
苛
ま
れ
る
よ
り
、
天
井
の
存
在
を
、
し

ば
し
、忘
れ
て
み
よ
う
。
政
治
も
企
業
も
、

ト
ッ
プ
だ
け
で
は
動
か
な
い
。
そ
れ
を
支

え
る
チ
ー
ム
力
が
重
要
だ
。
そ
こ
が
ね
ら

い
目
。
ト
ッ
プ
に
極
め
て
近
い
層
の
半
分

を
、
女
性
で
占
め
る
こ
と
な
ら
で
き
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？ 

そ
う
な
れ
ば
女

性
が
社
会
を
動
か
す
大
き
な
力
と
な
る
。

そ
の
結
果
、
ガ
ラ
ス
の
天
井
を
突
き
破
る

女
性
も
、
自
然
に
出
て
く
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
次
々
に…

　

Girls Be Am
bitious.

で
あ
る
女
性
の
献
身
的
な
働
き
を
必
要
と

す
る
場
面
は
た
し
か
に
多
い
。
さ
ら
に
期

待
さ
れ
て
い
る
役
割
を
果
た
せ
ば
自
己
肯

定
感
に
も
つ
な
が
る
。目
前
に
数
々
の「
義

務
」
が
あ
る
時
、女
性
が
「
自
由
」「
自
立
」

「
自
己
の
能
力
の
開
花
」「
自
己
の
理
想
の

実
現
」
な
ど
の
追
求
を
後
回
し
に
し
て
、

家
族
に
対
す
る
義
務
を
引
き
受
け
、
自
尊

感
情
の
拠
り
所
も
そ
こ
に
求
め
る
気
持
ち

は
よ
く
分
か
る
。
そ
の
働
き
は
む
ろ
ん
尊

い
。
し
か
し
そ
れ
を
続
け
て
い
け
ば
女
性

の
目
は
家
族
の
外
に
は
向
か
な
く
な
る
の

で
は
な
い
か
。
私
は
そ
れ
を
恐
れ
る
。

　

日
本
の
女
性
の
社
会
進
出
の
度
合
い
が

低
い
の
は
、
家
族
と
い
う
ミ
ク
ロ
の
視
点

に
縛
ら
れ
過
ぎ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

も
っ
と
地
球
規
模
、
国
際
社
会
、
日
本
社

会
と
い
う
大
き
な
構
図
の
中
で
自
分
や
自

分
の
家
族
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
べ
き
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
男
性
で
も
女
性
で
も
同
じ

だ
が
、
私
た
ち
は
つ
ね
に
「
良
い
社
会
」

を
探
し
求
め
、
そ
の
理
想
図
を
思
い
描
く

べ
き
だ
と
思
う
。
育
児
、
保
育
、
介
護
な

ど
の
眼
前
の
問
題
も
、
そ
の
理
想
図
の
な

か
に
位
置
づ
け
た
上
で
対
処
法
を
探
す
と

い
う
方
向
性
を
も
っ
て
解
決
す
る
べ
き
で

あ
る
。
本
来
、
高
等
教
育
は
そ
う
い
う
力

を
育
て
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
き
た
は
ず

だ
と
思
う
。

　

高
等
教
育
に
は
教
養
教
育
と
専
門
教
育

の
側
面
が
あ
る
。
そ
し
て
教
養
教
育

(hum
anities)

が
探
求
す
べ
き
も
の
は
、

良
い
意
味
で
の
人
間
ら
し
さ
と
は
何
か
、

そ
れ
か
ら
、
よ
り
良
い
社
会
と
は
何
か
、

で
あ
っ
た
。
日
本
は
高
等
教
育
の
こ
の
肝

腎
な
目
的
を
十
分
に
咀
嚼
し
き
れ
な
い
ま

ま
今
日
ま
で
来
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
気
が

し
て
い
る
。

女
も
男
も

ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン
で
！

向
後 

紀
代
美

雌
鶏
た
ち
の
福
音

後
藤 

英
子
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日
本
の
社
会
は
「
男
女
差
別
が
ま
だ
ま

だ
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
と
き
、
女
性
に
は

生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
な
が
ら
歯
を
食
い
し

ば
っ
て
生
活
し
て
い
る
方
が
多
い
の
で
は

な
い
か
と
思
え
て
な
ら
な
い
。
ど
の
よ
う

な
こ
と
に
な
れ
ば
女
性
の
生
き
づ
ら
さ
が

な
く
な
る
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
時
、
昨
年
は
衆
議
院
選
挙

が
行
わ
れ
当
選
し
た
女
性
候
補
者
は
45
人

で
、
前
回
の
衆
院
選
の
47
人
よ
り
減
少
し

た
こ
と
に
が
っ
か
り
し
た
。
そ
の
訳
は
３

年
前
に
候
補
者
男
女
均
等
法
が
制
定
さ

れ
、
努
力
義
務
で
あ
る
が
政
党
な
ど
は
男

女
の
候
補
者
数
は
で
き
る
限
り
均
等
に
す

る
よ
う
明
記
さ
れ
た
。
一
気
に
均
等
ま
で

進
ま
な
い
と
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
政
治

の
流
れ
に
変
化
が
期
待
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
た
か
ら
だ
。

　

世
界
の
潮
流
は
、
既
に
フ
ラ
ン
ス
は
２

０
０
０
年
に
候
補
者
男
女
同
数
法
（
通
称

「
パ
リ
テ
法
」）
を
制
定
し
、
約
１
３
０
の

国
・
地
域
は
ク
オ
ー
タ
制
を
導
入
し
て
い

る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
「
持
続
可
能
な

開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
の
ひ
と
つ
に

挙
げ
、そ
の
実
現
を
目
指
し
進
ん
で
い
る
。

日
本
は
こ
の
よ
う
な
流
れ
か
ら
大
き
く
か

け
離
れ
た
余
り
に
も
少
な
い
女
性
議
員
で

あ
る
。
こ
れ
を
打
開
す
る
に
は
、
私
が
参

加
し
て
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ「
パ
リ
テ
・

カ
フ
ェ
」
は
、
女
性
議
員
を
も
っ
と
増
や

そ
う
と
普
及
啓
発
と
機
運
の
醸
成
に
つ
な

が
る
も
の
で
、
各
地
で
数
多
く
開
催
す
る

こ
と
が
と
て
も
大
切
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
国
会
や
地
方
議
会
の
選
挙
に
お

い
て
女
性
候
補
者
と
女
性
議
員
を
増
や

し
、
そ
の
候
補
者
・
議
員
が
あ
ら
ゆ
る
場

で
活
躍
す
る
中
か
ら
様
々
な
社
会
的
な
つ

な
が
り
が
広
が
る
。
そ
の
広
が
り
は
、
私

か
る
出
産
に
つ
い
て
多
く
の
福
音
を
与
え

ま
し
た
。男
女
の
産
み
分
け
は
と
も
か
く
、

正
常
出
産
に
至
る
遺
伝
子
検
査
の
実
施
も

進
行
形
の
課
題
で
す
。

　

遺
伝
子
科
学
は
遺
伝
子
組
み
換
え
技
術

に
応
用
さ
れ
食
糧
生
産
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
ま
す
。
食
肥
料
の
遺
伝
子
的
品

質
改
善
が
す
す
み
、
一
般
家
庭
人
が
手
に

す
る
食
品
に
も
遺
伝
子
組
換
食
品
表
示
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
動
物
性
食
品
の
領
域
で
は
、
極

端
と
も
い
え
る
性
差
が
進
ん
で
い
ま
す
。

例
え
ば
、
鶏
卵
で
す
。
鶏
卵
は
栄
養
的
に

も
価
格
的
に
も
優
秀
な
食
品
で
す
が
、
卵

を
産
む
雌
鶏
の
み
が
集
中
し
て
飼
育
さ

れ
、
多
く
は
交
配
も
許
さ
れ
ず
、
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
す
る
と
根
こ
そ
ぎ
処

分
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
現
在
活
用
し
て
い
る
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
と
同
じ
よ
う
に
、
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
も
遺
伝
子
編

集
で
開
発
さ
れ
れ
ば
雌
鶏
た
ち
の
福
音
に

な
る
で
し
ょ
う
。

　

遺
伝
子
科
学
の
発
展
が
、
性
差
を
問
わ

ず
、
す
べ
て
の
命
を
大
切
に
す
る
道
に
繋

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
Ｕ
Ｗ
オ
ン
ラ
イ
ン
井
戸
端
会
議

で
、
最
近
の
国
連
開
発
計
画
の
人
間
開
発

指
数
の
高
等
教
育
就
学
率
に
つ
い
て
、
17

歳
以
下
と
23
歳
以
上
と
の
人
の
比
率
、
ま

た
理
系
女
子
学
生
の
比
率
、
こ
の
年
齢
お

よ
び
性
別
に
よ
る
社
会
的
格
差
調
整
の
影

響
が
、
痛
か
っ
た
よ
う
で
す
。
日
本
の
高

等
教
育
が
現
状
の
ま
ま
で
は
、
世
界
の
中

で
の
国
別
順
位
が
下
が
る
ば
か
り
、「
恥

ず
か
し
い
」、「
よ
り
良
い
社
会
を
つ
く
る

た
め
何
を
す
る
か
」、「
共
に
考
え
進
み
た

い
」
と
言
う
、
ま
と
も
至
極
な
こ
と
で
、

心
動
か
さ
れ
ま
す
。

　

ま
ず
17
歳
以
下
の
高
等
教
育
と
い
う
観

点
は
、
２
０
２
０
年
か
ら
初
等
・
中
等
教

育
学
校
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
、
探
求
型
総
合

学
習
に
移
行
し
た
の
で
、
飛
び
級
で
大
学

入
学
も
可
能
な
子
が
増
え
る
で
し
ょ
う
。

次
世
代
の
無
事
成
長
を
祈
り
ま
し
ょ
う
。

23
歳
以
上
の
大
学
生
の
比
率
は
、
過
去
の

身
分
制
由
来
の
浪
人
経
験
者
と
は
別
に
、

個
人
の
必
要
に
応
じ
何
歳
か
ら
で
も
学
べ

る
場
と
し
て
、
既
に
大
学
が
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、Ｇ
７
他
国
並
み
の
比
率
に

な
る
の
は
、
入
試
制
度
の
変
化
を
促
せ
ば

難
し
く
な
さ
そ
う
で
す
。

　

次
に
、
理
系
女
子
学
生
の
比
率
を
一
例

と
す
る
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
由
来
す
る
格
差

の
件
は
、
歴
史
的
に
か
な
り
根
深
い
現
象

で
す
。
こ
れ
を
改
革
す
る
に
は
、
さ
ら
に

深
い
人
間
性
へ
の
信
頼
に
基
づ
く
気
力
・

体
力
・
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
幸
い
に

も
、Ｊ
Ａ
Ｕ
Ｗ
は
１
９
９
８
年
か
ら
守
田

賞
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
、
40
歳
未
満
女

性
の
科
学
研
究
者
の
就
業
を
、
主
に
気
力

的
に
支
援
中
で
す
。
理
系
女
子
学
生
比
率

は
、
各
大
学
卒
業
後
の
就
業
機
会
と
相
関

が
あ
り
、
年
齢
の
近
い
女
性
の
動
向
に
も

影
響
さ
れ
ま
す
。
体
力
的
に
は
さ
さ
や
か

な
守
田
賞
で
す
が
、
存
続
が
期
待
さ
れ
て

い
る
、
あ
り
が
た
い
時
代
で
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
高
等
教
育
の
原
点

は
幼
少
期
に
、
生
涯
の
進
路
選
択
の
原
体

験
の
多
く
は
学
齢
期
に
あ
り
ま
す
。
子
ど

も
達
と
保
護
者
と
初
等
・
中
等
教
育
学
校

当
事
者
と
の
協
力
を
、
日
常
生
活
の
中
で

支
援
す
る
事
が
、
個
人
と
し
て
も
社
会
と

し
て
も
急
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
場
の

先
生
方
に
事
情
を
よ
く
伺
っ
て
、Ｊ
Ａ
Ｕ

Ｗ
の
新
し
い
道
を
見
定
め
ま
し
ょ
う
。
潮

時
を
待
っ
て
い
ま
す
。

が
実
感
す
る
社
会
の
隅
々
に
ま
で
行
き
渡

る
男
性
優
位
の
仕
組
み
が
現
存
し
無
意
識

と
な
っ
て
い
る
性
別
役
割
分
担
と
い
う
価

値
観
を
変
え
、
男
女
平
等
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

私
た
ち
の
本
気
度
が
問
わ
れ
て
い
る

今
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
「
候
補
者
は
男

女
均
等
！
」
が
社
会
全
体
の
合
言
葉
と
な

る
よ
う
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い
る
。

私
た
ち
の
道

と
き
え
だ
ひ
ろ
こ
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女
性
も
男
性
も
誰
も
が

人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め

増
や
そ
う
女
性
議
員
を
！

高
橋 

政
春

（
賛
助
会
員
）

　



　

２
０
２
１
年
３
月
、
世
界
経
済
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
よ
り
発
表
さ
れ
た
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｉ
の
日

本
の
順
位
は
１
５
６
カ
国
中
１
２
０
位
で

あ
る
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
は
順
位
の
低
さ

を
大
き
く
取
り
上
げ
、
そ
の
順
位
に
だ
け

焦
点
を
当
て
て
報
じ
る
こ
と
が
多
い
。
し

か
し
、
大
切
な
こ
と
は
、
そ
の
中
身
を
吟

味
し
、
理
解
す
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

図
に
示
す
よ
う
に
、
男
女
比
が
数
値
化

さ
れ
て
い
る
の
は
４
分
野
で
、
そ
れ
ぞ
れ

に
サ
ブ
指
標
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
経
済

分
野
で
は
、
労
働
参
加
率
、
同
一
労
働
の

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
に
つ
い
て
は　

健

康
・
教
育
・
経
済
・
政
治 

の 

４
つ
の
場

面
で
検
討
さ
れ
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い

で
す
ね
。特
に
政
治
の
面
で
女
性
は
弱
い
。

衆
議
院
の
女
性
議
員
の
数
が
わ
ず
か
９
．

７
％
し
か
い
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
世

界
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
指
数
で
１
２
０
位
と
い

う
汚
名
を
き
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

私
は
弁
護
士
と
し
て
長
ら
く
女
性
問
題

に
関
心
を
寄
せ
て
き
た
の
で
、
や
は
り
裁

判
や
司
法
関
係
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
遅
れ
が

気
に
な
り
ま
す
。
私
が
弁
護
士
に
な
っ
た

１
９
７
５
年
頃
に
は
、「
女
に
裁
判
は
わ

か
ら
な
い
」
と
か
、「
女
性
は
裁
判
官
に

む
い
て
い
な
い
」
な
ど
、
司
法
研
修
所
の

教
官
が
そ
れ
も
現
職
の
裁
判
官
が
公
然
と

発
言
し
て
い
た
の
で
す
か
ら
、
驚
き
も
お

ど
ろ
き
で
す
。
こ
ん
な
典
型
的
男
性
優
位

社
会
の
司
法
界
で
し
た
か
ら
、
司
法
が

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実
現
に
寄
与
す
る
と

い
う
気
風
は
な
か
な
か
育
た
ず
、
今
後
も

な
お
長
い
時
間
と
忍
耐
が
要
求
さ
れ
ま

し
ょ
う
。

   

憲
法
に
男
女
平
等
が
謳
わ
れ
て
い
て

も
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
法
律
が
な

け
れ
ば
、
裁
判
所
も
世
間
の
慣
習
や
常
識

に
と
ら
わ
れ
た
判
断
を
せ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
女
性
は
結
婚
す
れ
ば
寿
退
社
が
一
般

的
と
さ
れ
て
い
た
時
代
に
は
、女
性
が「
結

婚
を
理
由
と
し
た
解
雇
は
無
効
」
と
し
て

会
社
を
訴
え
て
も
女
性
が
敗
訴
す
る
判
例

が
出
て
い
た
の
で
す
。
１
９
８
６
年
に
男

女
雇
用
機
会
均
等
法
が
で
き
て
、
働
く
女

性
の
数
も
急
増
し
て
、
だ
ん
だ
ん
に
雇
用

面
で
の
男
女
の
平
等
が
裁
判
所
で
認
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

我
が
国
は
法
治
国
家
と
い
わ
れ
な
が

ら
、
法
律
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
一
般

国
民
は
知
ら
な
い
し
関
心
も
薄
い
で
す

ね
。
女
性
の
権
利
を
守
り
男
女
の
平
等
を

実
現
さ
せ
る
に
は
法
律
が
必
要
で
す
。
育

児
休
業
法
な
ど
良
い
例
で
、
こ
の
法
律
に

よ
っ
て
男
女
と
も
に
育
児
や
介
護
の
た
め

に
休
業
が
で
き
る
の
で
す
。
法
律
違
反
が

あ
っ
た
ら
裁
判
所
に
訴
え
て
自
分
の
権
利

を
守
る
、
と
い
う
基
本
姿
勢
が
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
の
基
本
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す

る
べ
き
で
し
ょ
う
。

   

２
０
１
９
年
３
月
に
全
国
４
つ
の
地
裁

で
性
暴
力
犯
罪
に
つ
い
て
立
て
続
け
に
無

罪
判
決
が
出
て
、
女
性
の
権
利
（
性
的
決

定
権
）
が
裁
判
所
で
ま
る
で
認
め
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

多
く
の
女
性
が
そ
の
不
当
性
を
訴
え
て
フ

ラ
ワ
ー
デ
モ
を
繰
り
広
げ
た
こ
と
を
ご
記

憶
の
方
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
を
受
け

て
い
ま
刑
法
改
正
作
業
も
進
ん
で
い
ま
す
。

　

選
択
的
夫
婦
別
姓
は
、
平
成
８
年
に
法

制
化
も
進
ん
で
い
た
法
案
で
、
実
に
25
年

越
し
の
国
民
的
課
題
で
す
が
、
最
高
裁
は

い
ま
だ
に
夫
婦
同
姓
を
強
制
す
る
現
行
民

法
が
憲
法
違
反
で
あ
る
と
の
判
断
を
だ
し

ま
せ
ん
。
政
府
自
民
党
内
に
夫
婦
別
姓
は

家
族
の
一
体
感
を
そ
こ
ね
る
と
い
う
根
強

い
意
見
が
あ
る
こ
と
に
気
を
遣
っ
て
い
る

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の

基
本
は
、

法
と
裁
判
で
す
！

中
村 

久
瑠
美

（
奈
良
支
部
）

賃
金
、
年
収
、
管
理
職
比
率
、
専
門
職
・

技
術
職
比
率
の
５
項
目
、教
育
分
野
で
は
、

識
字
率
お
よ
び
初
等
、
中
等
、
高
等
教
育

就
学
率
の
４
項
目
、
健
康
分
野
は
出
生
性

比
率
、
健
康
寿
命
の
２
項
目
、
政
治
分
野

は
国
会
議
員(

衆
議
院)

比
率
、
内
閣
の

閣
僚
比
率
、
国
家
元
首
在
任
年
数
（
過
去

50
年
）
の
３
項
目
。
合
計
14
項
目
に
つ
い

て
男
女
別
に
数
値
化
し
、
女
性
の
数
値
を

男
性
の
数
値
で
割
っ
た
値
で
あ
る
。
１
が

男
女
平
等
を
意
味
し
、
数
値
が
低
い
ほ
ど

男
女
格
差
が
大
き
い
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
設
定
さ
れ
た
４
分
野
中
、
政
治
分
野

の
日
本
の
得
点
は
０
．
０
６
１
と
驚
く
ほ

ど
に
低
く
、
順
位
は
１
４
７
位
で
あ
る
。

一
方
、
健
康
分
野
の
得
点
は
調
査
開
始
時

か
ら
わ
ず
か
に
下
が
っ
た
だ
け
だ
が
、
順

位
は
１
位
か
ら
60
位
と
な
っ
た
。
同
じ
く

男
女
差
が
小
さ
い
教
育
分
野
の
得
点
も
調

査
開
始
時
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い

が
、順
位
は
60
位
か
ら
92
位
と
な
り
、
他
国

の
数
値
が
上
が
っ
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。

　

男
女
差
が
小
さ
い
教
育
分
野
で
も
、
内

閣
府
男
女
共
同
参
画
局
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
教
育
に
関
す
る
様
々

な
デ
ー
タ
を
見
る
と
、
大
学
の
理
工
学
系

で
は
女
子
学
生
の
割
合
が
低
い
。
ま
た
、

理
系
教
員
に
女
性
は
少
な
く
、
地
位
が
上

が
る
に
つ
れ
て
女
性
の
割
合
が
減
っ
て
い

く
な
ど
、
男
女
差
が
厳
然
と
し
て
存
在
す

る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

表
面
的
な
数
字
の
変
化
に
一
喜
一
憂
す

る
こ
と
な
く
、
ま
ず
は
、
数
値
が
信
用
で

き
る
デ
ー
タ
で
あ
る
か
を
確
認
し
た
上
で
、

そ
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
し
っ
か
り
し
た
考

察
、
問
題
解
決
方
法
を
議
論
し
、
提
言
を

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
考
え
て
い
る
。

Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｉ

（
世
界
男
女
格
差
指
数
）

を
考
え
る

中
道 

貞
子
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か
ら
で
、
女
性
の
人
権
や
結
婚
の
自
由
を

阻
害
し
て
い
る
と
い
う
国
民
の
現
実
の
叫

び
に
耳
を
貸
さ
な
い
典
型
例
で
す
。

　

先
の
２
０
２
１
年
秋
の
衆
議
院
選
挙
と

同
時
に
行
わ
れ
た
最
高
裁
判
所
の
国
民
審

査
で
、
こ
の
夫
婦
同
姓
の
現
行
法
が
合
憲

で
あ
る
と
し
た
裁
判
官
に
は
バ
ツ
を
つ

け
、
違
憲
と
し
た
裁
判
官
は
バ
ツ
に
し
な

か
っ
た
と
い
う
女
性
が
結
構
い
た
よ
う
で

す
。
実
際
私
の
友
人
で
、
私
の
著
書
『
女

性
と
戦
後
司
法
』（
論
創
社
）
を
読
む
勉

強
会
を
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
の
人
は
、「
こ

れ
ま
で
は
国
民
審
査
な
ん
て
わ
か
ら
な
い

の
で
バ
ツ
の
つ
け
よ
う
も
な
か
っ
た
け

ど
、
あ
な
た
の
本
で
勉
強
し
た
か
ら
今
回

は
こ
の
夫
婦
別
姓
問
題
を
も
と
に
バ
ツ
を

つ
け
て
き
た
ワ
」
と
い
う
、
メ
ー
ル
を
く

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
法
律
と
裁
判
に
も
っ
と
関
心

を
も
ち
、
積
極
的
に
行
動
し
て
い
く
こ
と
が

男
女
平
等
を
す
す
め
、
男
女
と
も
に
自
由
で

豊
か
な
人
生
を
送
る
上
で
不
可
欠
で
あ
る
こ

と
が
お
わ
か
り
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
今
後

は
国
会
に
も
司
法
界
に
も
女
性
が
も
っ
と

進
出
し
て
、
真
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
の

社
会
へ
近
づ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
す
る
社
会
の
意
識
は

こ
こ
２
、
３
年
で
大
き
く
変
化
し
た
。
日

本
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
後
進
国
で
あ
る
こ

と
は
、
今
で
は
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
望
む
人
の
層
も

厚
く
な
っ
た
。
し
か
し
実
態
は
さ
ほ
ど
変

わ
っ
て
い
な
い
。
法
制
度
や
企
業
慣
行
の

多
く
が
維
持
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
そ
れ

ら
を
変
え
る
の
が
政
治
の
役
目
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
政
治
が
変
化
を
頑
な
に
拒

ん
で
い
る
。

２
０
１
８
年
に
候
補
者
男
女
均
等
法
が

成
立
し
、
全
政
党
が
男
女
同
数
の
候
補
者

擁
立
を
目
指
す
こ
と
を
誓
っ
た
。
２
０
２

１
年
に
は
法
改
正
さ
れ
、
女
性
候
補
者
・

議
員
に
対
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
も
盛

り
込
ま
れ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

同
年
の
総
選
挙
で
は
女
性
議
員
の
数
は
２

人
減
っ
た
の
で
あ
る
。
割
合
に
し
て
9
．

7
％
で
あ
る
。

　

政
治
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
や
社
会
を
よ

り
良
く
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
で
あ
る
。
そ

こ
に
女
性
議
員
が
少
な
い
と
い
う
こ
と

は
、
女
性
た
ち
が
経
験
す
る
理
不
尽
さ
や

困
っ
た
こ
と
に
政
治
が
向
き
合
わ
な
く
な

る
事
態
を
も
た
ら
す
。
コ
ロ
ナ
禍
は
女
性

に
大
き
な
打
撃
を
も
た
ら
し
た
が
、
困
窮

し
た
女
性
た
ち
の
相
談
に
乗
り
、
行
政
に

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に

向
け
て
、

「
政
治
」
を
変
え
よ
う

三
浦 

ま
り

　

労
働
所
得
、
政
治
家
、
管
理
職
、
専
門

職
な
ど
に
お
け
る
顕
著
な
男
女
間
の
格
差

に
対
し
ジ
ェ
ン
ダ
ー
が
普
段
話
題
に
な
ら

な
い
私
が
所
属
す
る
団
体
仲
間
の
30
〜
70

代
女
男
10
名
に
「
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
格
差

が
続
き
、
解
消
す
る
に
何
が
必
要
か
」
尋

ね
て
み
ま
し
た
。

・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た
友
人
が
結

婚
や
妊
活
が
重
な
る
こ
と
を
考
慮
し
て
辞

退…

子
育
て
や
介
護
を
理
由
に
退
職
し
て

い
る
。
解
決
策
と
し
て
は
妊
娠
、子
育
て
、

介
護
の
サ
ポ
ー
ト
を
厚
く
し
、
男
女
の
負

担
を
公
平
に
す
べ
き
。
意
識
改
革
は
男
性

だ
け
で
な
く
女
性
側
も
必
要（
30
代
女
性
）

・
女
性
の
努
力
不
足
が
原
因
。
勿
論
社
会

に
お
け
る
性
差
に
よ
る
圧
迫
は
諸
々
あ
る

が
、
困
難
を
押
し
の
け
て
上
に
行
こ
う
と

す
る
女
性
が
少
な
い
。
よ
り
多
く
の
女
性

が
「
志
」
を
抱
く
こ
と
（
70
代
男
性
）

・
現
状
に
安
住
し
、
肯
定
す
る
雰
囲
気
が

大
勢
を
占
め
て
い
る
。
今
の
社
会
秩
序
、

既
得
権
益
に
寄
り
掛
か
ろ
う
、
守
ろ
う
と

す
る
向
き
が
多
い
。
人
々
の
意
識
形
成
に

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
マ
ス
コ
ミ
を
変
革

す
る
こ
と
が
必
要
（
60
代
男
性
）

・
男
性
優
位
で
女
性
の
社
会
進
出
を
阻
む

考
え
が
未
だ
に
心
の
奥
に
潜
ん
で
い
る
。

女
性
側
に
は
男
性
を
立
て
る
、
内
助
の
功

で
慎
み
深
く
と
い
う
思
想
が
根
付
い
て
い

る
。
改
善
す
る
に
は
、
学
校
教
育
、
社
会

習
慣
等
で
基
本
に
あ
る
そ
う
い
う
意
識
を

変
え
る
必
要
が
あ
る
（
70
代
女
性
）

・
古
く
か
ら
の
社
会
通
念
が
影
響
し
て
、

現
在
で
も
潜
在
意
識
で
職
種
を
選
ん
で
い

る
部
分
も
あ
る
。
改
善
す
る
に
は
、
政
策

に
明
記
し
、
会
社
の
ト
ッ
プ
に
浸
透
さ
せ

る
。
学
校
の
授
業
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
を

若
者
に
植
え
付
け
る
（
40
代
女
性
）

　

回
答
者
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
不
平
等
の
是
正

策
と
し
て
制
度
・
法
律
・
職
場
環
境
面
の

取
り
組
み
を
求
め
る
一
方
で
、
男
性
の
み

な
ら
ず
女
性
自
身
に
潜
む
古
来
の
ジ
ェ
ン

ダ
ー
意
識
改
革
も
指
摘
さ
れ
た
。
大
学
で

教
え
た
女
性
の
多
く
が
結
婚
出
産
を
前
提

と
し
て
将
来
を
見
据
え
て
、
そ
の
場
合

キ
ャ
リ
ア
を
継
続
す
る
の
は
無
理
だ
と
思

い
込
ん
で
い
ま
し
た
。「
で
き
な
い
」
と

決
め
つ
け
て
諦
め
ず
、
自
分
で
掲
げ
た
目

標
に
向
か
っ
て
挑
戦
す
る
姿
勢
を
育
む
重

要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

１
９
９
９
年
に
男
女
共
同
参
画
社
会
基

本
法
が
公
布
・
施
行
さ
れ
る
に
先
立
ち
、

あ
ら
ゆ
る
教
育
・
学
習
場
面
で
「
ジ
ェ
ン

ダ
ー
に
敏
感
な
視
点
」
を
育
成
す
る
こ
と

が
大
切
と
い
う
文
部
省
の
方
針
に
基
づ

き
、
全
て
の
都
道
府
県
で
社
会
教
育
・
学

校
関
係
者
、
及
び
一
般
市
民
を
対
象
に
男

女
共
同
参
画
養
成
セ
ミ
ナ
ー
、
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
、
学
習
講
座
等
が
開
催
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、
２
０
０
１
年
頃
か
ら

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
ッ
シ
ン
グ
（
攻
撃
）」
が

始
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
動
き
が
次
第
に
立

ち
消
え
た
の
が
事
実
。
し
か
し
行
き
詰
っ

た
こ
の
現
状
を
打
開
す
る
に
は
制
度
政
策

面
の
さ
ら
な
る
改
善
と
平
行
し
て
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
へ
の
正
し
い
理
解
、
性
別
に

縛
ら
れ
な
い
意
識
を
幼
い
時
か
ら
形
成
促

進
す
る
試
み
を
メ
デ
ィ
ア
・
家
庭
・
全
て
の

教
育
場
面
で
継
続
す
る
こ
と
が
カ
ギ
で
す
。
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反
映
さ
せ
よ
う
と
し
た
女
性
議
員
は
と
て

も
多
か
っ
た
。

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
の
覚
醒
を
実
態
面
で

の
改
善
に
繋
げ
て
い
く
た
め
に
、
有
権
者

が
政
治
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
役
割
を
見
出

し
、「
推
し
」
の
女
性
議
員
を
発
見
し
て

ほ
し
い
。
２
０
２
２
年
の
参
院
選
と
２
０

２
３
年
の
統
一
地
方
選
を
転
換
点
と
し
た

い
。

　　
「
男
女
平
等
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
２
１
」

に
お
い
て
日
本
は
１
２
０
位
で
あ
り
、
こ

れ
は
先
進
国
の
中
で
も
、
ま
た
他
地
域
に

比
し
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
の
大
き

い
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
も
下
位
で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
脱
し
、
よ
り
よ
い
日
本

社
会
を
築
く
た
め
に
我
々
に
は
何
が
必
要

で
あ
ろ
う
か
。

　

第
一
に
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
の

存
在
を
自
覚
す
る
こ
と
で
あ
る
。
大
学
で

教
鞭
を
取
っ
て
い
る
と
、
男
女
間
の
不
平

等
は
既
に
過
去
の
も
の
と
考
え
て
い
る
学

生
が
少
な
く
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
中
に

は
女
性
差
別
は
な
い
と
考
え
て
い
る
女
子

学
生
す
ら
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
に

は「
男
女
に
は
違
い
が
あ
る
の
だ
か
ら『
区

別
』
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
差
別
と
区

別
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
レ
ト

リ
ッ
ク
が
あ
る
よ
う
だ
。
こ
う
し
た
考
え

方
は
差
別
す
る
側
の
利
益
を
維
持
す
る
と

同
時
に
、
差
別
さ
れ
る
側
が
自
己
の
置
か

れ
て
い
る
不
条
理
を
自
身
に
納
得
さ
せ
る

危
険
性
が
あ
り
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ

プ
解
消
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
二
に
、
慣
習
や
社
会
通
念
の
変
革
を

恐
れ
な
い
機
運
を
醸
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。

家
庭
や
社
会
に
今
で
も
存
在
す
る
慣
習
や

社
会
通
念
に
は
女
性
に
大
き
な
負
担
を
強

い
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
そ
し
て
、
こ

う
し
た
状
況
に
問
題
提
起
を
す
る
こ
と
は

日
本
の
伝
統
的
な
文
化
や
価
値
観
を
脅
か

す
も
の
と
し
て
非
難
を
浴
び
る
こ
と
も
あ

る
。
し
か
し
、
文
化
は
本
来
可
変
的
な
も

の
で
あ
り
、
他
集
団
と
の
接
触
や
時
世
に

対
応
す
る
た
め
に
変
化
し
て
き
た
。
つ
ま

り
、
社
会
に
お
け
る
特
定
の
集
団
に
常
に

苦
難
を
強
い
る
文
化
は
恐
れ
ず
変
化
さ
せ

る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

　

日
本
に
お
い
て
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・

ギ
ャ
ッ
プ
解
消
の
た
め
に
具
体
的
に
行
動

す
る
こ
と
に
対
す
る
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、

そ
れ
が
こ
れ
ま
で
日
本
を
「
男
女
平
等
後

進
国
」に
留
め
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
近
年
で
は
、
著
し
い
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
進
歩
に
よ
り
、
個
々
人
が
よ
り
繋

が
り
や
す
く
、
ま
た
声
を
あ
げ
る
こ
と
が

以
前
よ
り
も
容
易
に
な
っ
て
き
た
。
今
こ

そ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
に

向
け
て
さ
ら
に
前
進
す
る
好
機
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

私
が
初
め
て
「
グ
ラ
ス
・
シ
ー
リ
ン
グ
」

「
ス
テ
ィ
ッ
キ
ー
・
フ
ロ
ア
」
と
い
う
言

葉
を
目
に
し
た
の
は
、Ｊ
Ａ
Ｕ
Ｗ
会
報（
１

９
９
７
年
）
の
丸
山
庸
子
会
長
の
ご
挨
拶

文
だ
っ
た
。
え
っ
、
こ
れ
は
何
の
こ
と
？ 

問
題
意
識
の
な
さ
に
恥
じ
入
り
な
が
ら
、

そ
の
意
味
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を

思
い
出
す
。
今
な
お
日
本
は
、
女
性
が
実

績
を
積
ん
で
昇
進
の
階
段
を
の
ぼ
っ
て
も

打
ち
砕
け
な
い
ガ
ラ
ス
の
天
井
が
あ
り
、

ま
た
賃
金
に
お
い
て
も
、
底
辺
に
張
り
付

け
ら
れ
た
ね
ば
つ
く
床
が
あ
り
、
足
を
と

ら
れ
て
し
ま
う
。

　

地
方
の
私
立
大
学
に
勤
め
る
夫
が
、
日

頃
「
僕
た
ち
の
職
場
は
男
女
平
等
だ
よ
」

と
、
こ
と
も
な
げ
に
言
っ
て
い
る
の
で
、

こ
の
機
会
を
捉
え
て
そ
の
取
り
組
み
を
聞

い
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

Ｑ
：
い
つ
頃
か
ら
男
女
平
等
の
働
き
か
け

を
し
て
き
ま
し
た
か
？

Ａ
：
も
と
も
と
人
事
方
針
は
男
女
平
等

だ
っ
た
が
、
な
か
な
か
女
性
の
昇
進
は
む

ず
か
し
か
っ
た
。
教
員
・
職
員
と
も
に
優

秀
な
女
性
が
い
る
の
で
、
や
る
気
が
あ
る

の
な
ら
男
性
と
同
じ
よ
う
に
仕
事
を
し
な

く
て
は
と
割
り
当
て
、頑
張
っ
て
も
ら
っ
た
。

Ｑ
：
う
ま
く
い
っ
て
い
る
事
例
は
？

Ａ
：
男
女
と
も
に
産
休
、
育
休
が
う
ま
く

取
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
特
別
有
給
休
暇
も

合
わ
せ
て
十
分
休
息
し
て
職
場
復
帰
し
て

も
ら
う
。
給
料
面
か
ら
か
、
育
休
は
妻
が

取
る
か
、
夫
が
取
る
か
双
方
で
話
し
合
っ

て
い
る
よ
う
だ
。
第
一
子
で
産
休
、
育
休

を
取
り
、
復
帰
し
て
し
ば
ら
く
す
る
と
、

第
二
子
が
お
腹
に
と
い
う
例
も
あ
っ
た

が
、今
は
二
人
の
子
ど
も
を
育
て
な
が
ら
、

市
の
教
育
委
員
に
も
任
命
さ
れ
立
派
に
仕

事
を
こ
な
し
て
い
る
。
学
部
長
以
上
の
幹

部
教
員
の
40
％
が
女
性
、
課
長
以
上
の
幹

部
事
務
職
員
の
40
％
が
女
性
だ
。

Ｑ
：
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
女
性
を
ど
う
育
て

て
い
く
か
ア
ド
バ
イ
ス
は
？

Ａ
：
昨
今
は
女
性
も
外
で
仕
事
を
す
る
こ

と
が
当
た
り
前
に
な
り
、
ま
た
多
く
が
働

き
続
け
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
。
職
場

で
も
家
庭
で
も
、
周
り
の
人
と
助
け
合
い

な
が
ら
、
自
分
の
考
え
を
し
っ
か
り
持
っ

て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

　

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、
定
年
後
も

ま
だ
元
気
に
働
き
た
い
女
性
に
は
、
ベ
テ

ラ
ン
な
ら
で
は
の
技
術
、
気
働
き
を
生
か

せ
る
分
野
へ
の
再
就
職
も
検
討
中
だ
そ
う

で
す
。

あ
な
た
の
職
場
は
、

ど
ん
な
で
す
か
？

鷲
崎 

千
春

変
化
を
恐
れ
な
い

山
田 

朋
美
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広瀬さん（安井医学奨学生） 陳さん（ホームズ奨学生）

令
和
４
年
１
月
８
日
に
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で「
新
春
の
つ
ど
い
」が
２
年
ぶ
り
に

開
催
さ
れ
、50
名
が
参
加
致
し
ま
し
た
。第
１
部
で
は
国
内
奨
学
金
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、

出
席
奨
学
生（
4
名
）の
ス
ピ
ー
チ
、４
名
の
欠
席
奨
学
生
の
代
読
ス
ピ
ー
チ
が
あ
り
、

研
究
内
容
、将
来
の
抱
負
、奨
学
金
へ
の
感
謝
な
ど
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。東
京
支
部

推
薦
の
ホ
ー
ム
ズ
奨
学
生
の
陳
兆
昱
さ
ん
は
女
性
の
政
治
参
加
と
平
和
推
進
の
関
連

を
、安
井
医
学
奨
学
生
の
広
瀬
思
帆
さ
ん
は
難
治
性
の
癌
の
免
疫
療
法
の
開
発
に
つ

い
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。他
の
奨
学
生
共
々
興
味
深
い
内
容
で
、大
学
女
性
協
会
の
奨

学
事
業
の
意
義
を
痛
感
致
し
ま
し
た
。

第
2
部
の
懇
親
会
で
は
心
尽
く
し
の
ラ
ン
チ
を
味
わ
い
な
が
ら
会
員
同
士
の
交
流

を
深
め
ま
し
た
。ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も
行
わ
れ
、伊
藤
名
佳
子
さ
ん
の
カ
ル
メ
ン
他
の

歌
唱
を
聞
き
、そ
の
美
し
い
歌
声
に
会
場
の
全
員
が
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。今
回
は
コ
ロ

ナ
禍
で
、地
方
か
ら
の
参
加
者
が
少
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
で
し
た
が
、楽
し
く
、有
意

義
な
会
で
し
た
。関
係
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
感
謝
致
し
ま
す
。

新
春
の
つ
ど
い

　ご一緒に映画館で映画を見た後、気ままに ” 映画談義 “ を楽
しむ集い「映画クラブ」が発足しました。「ともしび」70 号で
ご参加を呼びかけたところ、さっそく４名にご入会いただき、
発起人３名と合わせて、７名でのスタートとなりました。
　昨年 10 月の第 1回クラブデーでは「アワー・フレンド」を、
12 月には「ジャネット・ジャンヌ」を見て、コーヒーを飲み
ながら大いに語り合いました。初回作品では現代アメリカの普

通の人々の輪に、次回作品
では、ジャンヌ・ダルクが
活躍した中世の歴史の渦に
飛び込み、日常を忘れる楽
しいひと時をもつことがで
きました。
　会の趣旨上、少人数で全く
支障はないのですが、この楽
しさを分かち合うお仲間が、
もう少し増えたらいいなと考
えております。少しでもご
興味がおありの方は、ぜひ、
下記にご連絡ください。発
起人から詳しいご説明をさ
せていただきます。

映画を見て語り合う「映画クラブ」誕生‼　

〈映画クラブ〉会報　「シネマ通信」　

連絡先　Email :  jauw.tokyo@gmail.com
　　　　Fax/Tel :  045-541-2481（中山正子）

※「ともしび」は会員のための情報誌です。外部に向けた転載、引用などは事務所までご一報ください。

ともしび 第 71号　発行日：2022年 3月7日（月）
編集 /発行：一般社団法人 大学女性協会東京支部　〒160-0017 東京都新宿区左門町11番地 6-101
Tel : 03-3358-2882　Fax : 03-3358-2889　Email : jauw@ jauw.org　URL：https://www.jauw.org
制作協力/印刷：株式会社 繁松
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山
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秋
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様

加
藤
恭
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様

 　
　
２
０
２
１
年
７
月
９
日　
ご
逝
去

　　
　
２
０
２
１
年
９
月
９
日　
ご
逝
去

 　
　
２
０
２
１
年
1 2
月
１
日　
ご
逝
去

　
　
２
０
２
２
年
２
月
３
日　
ご
逝
去

サ
ー
ク
ル
案
内

　
　

場
所　
Ｊ
Ａ
Ｕ
Ｗ
事
務
所 

会
議
室

講
師　
日
髙
絹
子（
絹
紅
）会
員

（
編
集
担
当  

嶋
田
、進
士
、安
東
）

住
所
等
の
変
更
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

会
費
未
納
の
方
は
お
早
目
に
お
願

い
し
ま
す
。

91
歳
以
上
の
会
員
の
会
費
は
免
除

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

支
部
長
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

中
野
区
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会
支

援
の
た
め
使
用
済
み
切
手
を
事
務

所
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
対
面
で
の
支
部
総
会
が
可
能
か
否

か
、会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
絶

好
の
機
会
を
逃
し
た
く
な
い
と
、委

員
会
で
討
議
を
重
ね
ま
し
た
。会
に

と
っ
て
、と
て
も
意
義
深
い
プ
ロ
セ

ス
で
あ
っ
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
「
と
も
し
び
」が
、皆
さ
ま
と
協
会

の
絆
を
強
め
る
一
助
と
な
れ
ば
幸
い

で
す
。

 

支
部
か
ら
の
連
絡

《
編
集
後
記
》

２
０
2
1
年
度 （
7
月
〜
3
月
）  

東
京
支
部
新
入
会
員

岡
本
恵
里
子

川
村
や
よ
い

ジ
ェ
ブ
リ・イ
メ
ン

嶋
田 
君
枝

日
向 

美
砂
子

（
デ
イ
ト
ン
大
学
）

（
青
山
学
院
大
学
）

（
神
戸
大
学
大
学
院
）

（
津
田
塾
大
）

（
藤
女
子
大
学
）

＊
敬
称
略  
＊
50
音
順
、括
弧
内
は
出
身
校

●
嶋
田
，日
向
，両
名
は
神
奈
川
支
部
か
ら
異
動

◉ 

水
墨
画
教
室

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

 

☎（
０
４
５
）５
８
３-

３
４
３
０

第
２
金
曜
日　

　
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

連
絡
先　
森
川
淳
子

画
材
に
つ
い
て
は
事
前
に
ご
案
内
し
ま
す
。

水
墨
画
教
室

浜
崎
浩
子 

高
橋
政
春 

宮
下
摩
維
子

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

５
千
円

７
千
円

＊
敬
称
略

〈 12 〉2022 年 3月 7日 第 71 号と   も   し   び

◉新サークル
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	ともしび第71号_7校_P8
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	ともしび第71号_7校_P11
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